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「開化期」のミクロネシア 後に 「南洋群島」 と呼ばれることになる地域 は、
ほんのわずかな日本人がたまたま現地を訪れるとい う経験をもっただけで、 日本に在住
する政治家や経済人、知識人を含むほとんどの日本人にとっては、思考の外の領域に属
していた。そのような状態のなかか ら、次第に 「南洋」が 日本人の前に立ち現れてく
る。その時期は明治!0年 代から20年代にかけての時期であった。
では、当時の日本人は 「南洋」をどのようにイメージ し、ど鶴古ゑ に現実の世界 とし
て 「南洋」を体験 したのだろうか。本稿の課題は、そのことを森小弁とい う人物を媒介
にしなが ら考えてみることにある。
1パ ラオ人(ミ クロネシア)が 描いた日本人のイメージ
本稿を考えるそもそ ものきっかけになったのは、たまたま 目にした一枚の写真であっ
た(次 頁写真参照)。
能仲文夫の 『赤道を背にして』(昭 和9年)の 復刻版の表紙 を飾っていた写真であ
る。 この写真 は昭和39年 に、当時、毎 日新聞社の写真記者であった民俗写真家 ・渡辺
良正が撮影 したもので、当時の国際連合米国信託統治領パラオ地区(現 在のパラオ共和
国)の アバイの破風板に描かれたいわゆるス トー リーボー ドである。このアバイは戦後
の昭和28年 、南洋貿易の焼跡に、アメ リカの資金援助で、コロール ・コミュニティ ・セ
ンター として建て られたものであった。
しか し、残念なことに、このパラオのアバイは、昭和42年 の台風で倒壊し今はない。
ス トー リーボー ド(絵 物語板)と いえば、現在 のパ ラオを代表するような観光 ・み





に、パ ラオ人が相談 してその素材 を考え、そ して描いたものである。おそらく、日本時
代に日本人から教育を受けた人たちが中心だったのだろ う。
興味深いのは、ここに描かれているのが、 よく見られた、植民地化する以前のパラ















では鋏)で もって島の人々をお どし 「働 く事」を説得 している場面、その下の二段 目の
絵は、お互い意見を交わ したが島民の同意を得 られず、島の人は相変わらず坐っている
場面、三段 目は、この壮士(日 本の海軍の人々 とも読める)が 日本か ら、囚人 とおぼ し
き人や元気そ うな男たち、さらにはその妻や子供、老人(傘 をさした人)ま で島に連れ






あったパラオの島民自身が、なんの強制 も受けずに素直な気持ちで、 日本人 との出会い
を表象 したス トーリーボー ドとして、これはきわめて貴重である。
もちろん、この日本人壮士の姿がパラオの島民のすべてにとって 日本人 と読み解かれ
たわけではないかもしれない。幼い子 どもたちには、 「文明」 と 「武器」をもった 厂外
国人」一般を意味していたかもしれない。ましてこの袴の男を 「壮士」と認定できる島







それ では、 この森小弁 は、 どのよ うな思いか らミク ロネ シアに渡 った のだろ うか。 ど
のよ うな時代 的背景 があったのだろ うか。




小弁の息子や孫に当たる方を何人か紹介 してくれたか らである。まったく知 り合いのい
ない トラック島に着いた私は、森小弁の長男太郎の長男にあたる正隆氏を訪ね、彼が経
営するベイ ・ビュー ・レス トランの二階のかつてはホテルであったとい う汚い部屋に超
廉価で宿泊させてもらうことになった。そのとき、問わず語 りに祖父森小弁の話を断片
的に耳にしたのであった。
まず、 「小弁」 とい う変わった名前が印象的であった。その小弁がこの トラックに
来島したのが明治時代中期 とい うはるか昔のことであったことに驚かされた。 しかもそ
の当時は トラック諸島の島々には統一的な支配者はお らず、島々が互いに隙あれば戦争























とも詳細な伝記は、1998年 に刊行 された高知新聞記者森沢孝道が書いた 『夢は赤道に』
である。 これは高知新聞に連載 された記事をまとめたもので、 日本統治時代のミクロネ





父可造は小弁が生まれた とき失職中で、2年 後に大阪府の役人になって大阪に家族 とと
もに転居するが、明治13年 に病没 し、小弁は故郷に戻 り、祖父の養子になる。旧自由党
急進派が企てた、当時清の支配下にあった朝鮮王朝の武力革命計画(い わゆる 「大阪事
件」)に 連座 して逮捕 されるといった青年時代を送る。明治22年20歳 の ときに上京、翌
23年 には、政界の大物であった後藤象二郎の玄関番になる。そのかたわら東京専門学校




そ して、明治24年(1891)、 小弁は、後に述べる、田口卯吉が設立 した 「南島商会」の
業務を引き継いだ 「一屋商会」に入社す ることになる。この経歴からわかるように、当
時彼はいわゆる 「壮士」とか 「書生」と呼ばれた政治青年の一人であったのだ。
この年の12月 、小弁は同僚の小川貞行 とともに、一屋商会の 「天佑丸」で南洋に向け
て出発する。台風に苦しめられながらも、船は目的地のポナペ島に到着 し、同僚の小川
は下船 した。ここには田口が設けた 「南島商会」(一屋商会)の 支店があり、駐在員 も
いた。 しか し、小弁はここで降りなかった。
この行動がポナペ以外の新 しい交易地を探せ とい う社命であったのか、それ とも社命
に反 して自分の 「野心」を満た して くれそ うな島に出会 うまで降りないという気持ちか
らであったかは定かではない。横田武の 「南洋先駆の第一人者森小弁翁」によれば、ポ
ナペ島からトラック島に来る途中のモキール島や ピンゲラップ島などの無人島に立ち寄
って上陸を企てたが、あま りに小 さな島だったので断念 したとい う。とい うことは、無
人島の 「主」にな り、そこを 厂野望」の拠点に考えていたことになる。彼の本意は 「一
屋商会」に社員になることではな く、それにかこつけて 「南洋」に飛び出ることだった
のだろう。
明治25年2月 、 「天佑丸」は トラック島のウェノ島(旧 春島)に 到着する。小弁はこ
こで小笠原で雇った漁師七名とともに下船する。 しかし、数 ヶ月後にこの漁師たちはポ
ナペに移動 したので、この トラックに小弁一人が残ることになった。このとき、 トラッ
ク島には四人の ドイツの商人が商売をしていた。
もっとも、ほどなくして快信社の トラック支店が開設された り、解散 した一屋商会を
引き継いだ 「南洋貿易 日置合資会社」などの社員 ・代理人が出入 りすることになり、次
第に トラック在住の 日本人商社員も増え、明治28年 頃は四名の日本人が住み、明治32年
にはその数がは14人 になっていた。小弁 も南洋貿易日置合資会社の社員になっていた。
また、明治31年 には、小弁は、ウェノ島のイラス村の 「首長」の娘イサベル と結婚す
る。
ところが、ミクロネシアの領有権がスペインか らドイツに移った3年 後の明治34年 、
小弁を除いて 日本人全員が トラック島か ら退去 しなければならなくなる事件が起こる。





とか、独立 して貿易業を営んでいた彼は 日本の商社だけでなくドイツの商社 とも契約 し
ていたからだ、といった説が出されている。
ここで少 し私見を述べておこう。 トラ ック島は母系出自集団が社会の基礎になってい
る。 したがって、私の考えでは、小弁がウェノ島のイラス村の 「首長」の娘と結婚 して
いたので、 ドイツ官憲がその親族集団やネ ッ トワークのなかの人々の不穏な動きを恐れ
たからではなかろうか。 ドイツの官憲や商人たちは、小弁は島民支配や交易の役に立つ
と判断したのであろ う。
もっとも、南洋貿易 日置合資会社はスペイン商人を仲介 した り架空会社を作ったりし
て、グアムやサイパン、パラオなどで営業を続けるとともに、東カロリン諸島での営業
許可を外務省を通 じて ドイツ政府に働きかけ、明治39年 には再び トラックやポナペなど
での営業許可をえることに成功している。五年後には、また トラック島にも、 日本の商
社員が回ってくるようになったのであった。
森小弁 は ドイツや 日本 の商社を相 手に コブラなどの商売を し続 けた。大正3年
(1914)、 第一次世界大戦に参戦 した 日本が ミクロネシアに海軍を派遣 して占領 した と







ロシア公使であった榎本は、失職 した士族対策 として、かれ らを 「南洋群島え移され候
・」といった南洋群島移民政策を述べた書簡を留守宅(妻)に 送っている。 さらにそ






等の情報をえるための 「東京地学協会」を設立した。 さらに明治13年(1880)に は、青木
周蔵が北ボルネオ(1888年 に英国の保護領 となる)の 買収を建議 したとき、これを支持
した。・鈴木経勲が、井上薫から与えられた帆船でミッドウェイ島やクリスマス島(ハ ワ
イ島)を 巡歴、偶然発見した 厂硫黄島」の領有のための事業にも、積極的な役割 を演じ
た。明治24年 に、第一次松方内閣の外務大臣となると、かれは 「植民協会」とい う移民
行政のための団体を設立し、その会長に就任にしている。
明治政府が当初考えていた 「移民」は、深刻化するインフレ、過剰人口、士族の不満




ところが、榎本武揚が考えていた 「植民」は、そ うした単なる出稼ぎ労働者 として
一時的に海外に移民させて日本に送金させるとい うものではなく、そこに定住 させて 日
126 小松和彦
本民族の子孫を育て、日本人の海外発展の拠点 とす るとい う意味での定着永住型の移民





榎本は、外務大臣を経験 したこともあって、海外か ら多くの情報を集めて適当な 「植
民」候補地を調査 ・検討し、その結果、メキシコがそうした移民地 として最適 と考え
た。そして、たいへんな努力を払って資金を調達 し、明治30年(1897)、 メキシコに榎本







明治十年代 に、榎本武揚な どの一部の政府高官のあいだで芽生えっっあった 「南進
論」の影響 を受けて、民間人のあいだでも 「南進論」が次第に形成 されていった。その




榎本武揚がマ リアナ諸島の買収を建議 した翌年の明治11年 から20年前半にかけて、多
くの民間人が遠洋練習航海の軍艦に便乗 して、オース トラリア、ハワイ、フィジー、サ
モア、ミクロネシア、フィリピンを訪問 した。たとえば、明治19年 の練習鑑 「筑波」に
は、志賀重昂が、明治24年 の 「比叡」には、三宅雪嶺や富山駒吉、依岡省三などが乗 り
込んでいた。いったいどのような人物が毎年派遣 された練習鑑 に便乗 したのだろ うか。
その体験が彼 らの人生にどのような影響をあたえたのだろうか(公 刊 されている日本海
軍史料には、練習艦に便乗 した民間人の乗船名簿は無いので、その全貌は未だ明らかに
なっていない。今後の課題 といえるであろう)。
志賀重昂は明治20年 に、明治期南進論の代表作 と言われる 『南洋時事』を著した。こ




新物体と新話頭 とを初めて捉へ来りし面目を自得するものな り」(原文カタカナ)。 「南
洋」 という語が彼 の造語であったとは思われない。とい うのは、すでに榎本武揚が明治
九年に 「南洋群島」 とい う語を用いて、小笠原以南の広大な海域に散らばる島々を表現
していることからもわかるように、一部の政府高官や知識人の問には用いられていたら




もっとも、そこに語 られている 「南洋」ない し 「南洋諸島」は、 ミクロネシアのクサ
エ島、オース トラリア、ニュージーラン ド、フィジー島、サモア島、ハワイ島といった
志賀が歴訪 した島々のすべてであ り、さらにはその訪問地域 ・海域のすべてであった。
志賀は、この本のなかで、この地域が 日本の貿易の相手や移民先 として将来無視できな
い地域になるだろうと予想し、興味深いことに、「生物学者」を派遣 してその地域の生物
を調査 させ、[人種学者」(人類学者)に は 「南洋土人の遷徒の事跡」を、「社会学者」に
はその衣食住や風俗、開化の程度を調査 させるべきだ、と提言 している。また、当時ス
ペインの領有であったミクロネシア ・カロリン諸島のクサエ島(現 在のミクロネ シア連.
邦コシャエ州)に 寄港 した時の印象 と体験を、およそ次のように記 している。 この島の
「土人」は、スペイン領であるにもかかわらず、34年 前に来島した米国宣教師の教化 に
よって、米国の付属の島のように思っていて、米国旗を所有 しているものもいる。 この
島の土人二人と面談 し、スペイン、 ドイツ、アメリカの うちの どの国が一番好きか、質
問 したところ、島民に対 してもっとも親愛なる者が一番だ、とい うもっともな答えを述
べていた。また、その一人が、最近、 ドイツの軍艦がこの島に寄港 したことを知 り、 ド
イツもこの島に手を染めようとしているらしいことがわかった、等々。
この 『南洋時事』刊行以後、明治20年 代には、い くつもの 「南洋論」「南進論」に関
する著作が出版 されることになった。矢野暢は、 『日本の南洋史観』において、明治期
の 厂南進論」者の代表を七人ほど選び出し、その代表作 とともに紹介 している。まず志
賀重昂 『南洋時事』(明治20年)が その最初に挙げられる。ついで服部徹 『日本之南洋』
(明治21年)、 菅沼貞風 『新 日本の図 南の夢』(明 治21年)、 田口卯吉 『南洋経略論』(明
治23年)、服部徹 『南洋策一一名南洋貿易及び植民』(明治24年)、稲垣満次郎 『東方策』(
明治24年)、鈴木経勲 『南洋探検実記』(明治25年)、稲垣満次郎 『東方策結論艸案』(明治
25年)、鈴木経勲 『南洋巡航記』(明 治26年)、 鈴木経勲 『南洋風物誌』(明 治26年)、竹越
與三郎 『南国記』(明治43年)。





に同行 したという(横 浜で客死)。 民族学者の高山純は、かれ らのマーシャル行きはま
ったくのでっち上げであったと多くの資料を用いて推測 している。 したがって、慎重に
扱わねばならない資料であるが、もし本当だとすれば、これは記録上では最初のミクロ
ネシア人の日本訪問記録 とい うことになる。 しかし、高山の考察が正しければ、 日本近
代の南洋史に関する記述は大幅に修正を余儀iなくされるだろ う。
また、服部徹の 『南洋策』は、列強 に先んじて 「無主の地」状態の島々を領土化 し
て植民をせよという過激な書で、ここで指示 されている 「南洋」はフィ リピンとミクロ
ネシアに限定 され、後者の地域は ドイツが支配下におこうとしているので、それに先ん
じて占有 しなければならないこと、そこに送 り込む植民者は品行方正 ・精神不抜の者で
なければならないこと、「土蕃」(先 住民)に 対 しては 「豪傑なる植民隊 と宗教者、仁術
家、教育家」などを派遣 し、「務 めて威 を示 し之れを服せ しめ、以て漸次に土i蕃を教化





















しなければ、植民地にする機を逸 して しまう そ うした地域として思い描かれていた
のである。それ とともに、その地域が、たとえ他国の支配地域であっても、相手国の承
認を得て平和なかたちで日本人をその地域の開発のために移民させた り貿易をした りす
る有望な地域 として浮上 してきた、 ということでもあった。
しかし、そのように表象されはじめた 「南洋」であったが、明治31年(1898)に 、 ド
イツが ミクロネシアを領有 し、アメ リカがフィリピンとグアムを領有することが国際的
に承認 されたことによって、政治家の関心を失い、ほとんどの人々の意識からいったん
遠 ざかって しまう。 「植民」に熱心であった榎本武揚も南米に関心を注ぎ、南洋への関






6ミ ニ商社の興亡 ミクロネシアとの交易 ・交流の開始
ところで、こ うした日本在住の一部 の人々のあいだで形成 された初期 「南洋」表象
が、中央の政治家や知識人たちのあいだからやがて消滅 していったにもかかわ らず、そ
の一方で、そ うした人々が描き出した 「南洋」表象の影響を受け、小笠原諸島の向こう
側に点在するミクロネシアに雄飛 していった少数の日本人がいた。 「雄飛」 といった字
句を並べれば聞こえがいいが、彼 らを待っていたミクロネシアの現実は、苦労の連続で
あったはずである。





領から江戸へ向か う途中で漂流 した神社丸の乗組員の、ミクロネシアのベラウ(パ ラ
オ)島 への漂着である。ついで漂流 した船か ら助け出された土佐の漁民中浜(ジ ョン)





た。そ うした訪問者に続 くことになったのが、水谷信六(新 六)で ある。
『南洋貿易五十年史』によれば、彼は小笠原に移住 した者の一人で、45ト ンという小
さな帆船 「相陽丸」でスペインの許可を得ることなくポナペに渡 り、スペインの官憲に
見つかって取 り調べを受け、密貿易者であることがわかってしまったが、あま りに小 さ
な船だったので、商売をすることなく帰国せ よ、とい うことで許 されたとい う。その帰
途、ピンゲラップやモキール島に立ち寄って商売を した らしい。 「当時小笠原には南洋
群島の土民で帰化 している者が幾人かあった。水谷はその帰化人から南洋群島の話を聞
き、群島遠征の冒険を思い立ったのであった」(『 南洋貿易五十年史』)。
注意 したいのは、ここで言われている 「帰化 した土人」は、マリアナ諸島の先住民の
子孫である 「チャモロ人」やカロリン諸島の先住民である 「カナカ人」ではないとい う
ことである。おそ らく、ハワイ経 由で小笠原に渡ってきていた 「ヨーロッパ人」のこと
であろ う。田中弘之は 『幕末の小笠原』のなかで、 日本が明治8年 に小笠原を再回収を
計画 した明治6年4月 に、ペ リーが小笠原に寄港 して調査をしたことを根拠に、小笠原
がアメリカの領土であることを東京まで船でやってきてアメ リカ公使に訴えたという、
ベンジャミン ・ピース とい う人物に触れている。彼は小笠原の支配者になることをもく
ろんでいた島でも評判の悪い男で、田中のよれば 「小型の帆船で南洋の島々を巡って、
原住民や入植者 を相手に商売をしていた」 とい う(翌 年死亡。殺された とも言われてい
る)。
日本に帰化 したヨーロッパ人入植者たちのなかに、このピース と同様、南洋を巡って
商売をす る者がいて、水谷はその真似を したのであろう。水谷が用意 した商品は、ラン
プ、石油、ビスケット、蚊帳、米、メリケン粉、シャツ、マッチ、牛刀などであったと




小笠原で牧畜をしていた依岡省三であった(依 岡は、後の明治24年 に、練習鑑 「比叡」
で、 ミクロネシア、フィリッピン、オース トラリアをまわっている人物である)。依岡
は、上京 した折に、早稲 田専門学校の経済学者の宇川盛三郎に話 し、これが田口卯吉に
も伝わった。 田口は、明治12年 に 『東京経済雑誌』を創刊 し、その社長兼主筆として健













この 「南島商会」は航海終了後、す ぐに解散 して しまう。田口は実際にミクロネシア




ている。松永 と関根の旧南島商会ポナペ支店員はそのまま 「一屋商会」のポナペ支店 と
なった。だが、明治26年 にこの 「一屋商会」 も解散に追い込まれる。初期の南洋貿易
は、机上のようにはいかず、つま り、初期 「南洋」表象 とは裏腹に、苦難の道を歩まさ
れていたのであった。 この時期、 「南洋」がまだ不安定な用語であったことは、田口が
「南洋」とともに 「南島」という用語 も用いられていることにも示 されている。
「南島商会」設立に刺激 されて、水谷信六は 「快通社」を設立し トラック島に支店
を、横尾東作は 「恒信社」を設立 してパラオ島に支店を設けて活動 していた。 「一屋商
会」解散後、その社員が和歌山県 日置村の素封家の援助を得て、さらにミニ商社を吸収
して、明治26年 、 「南洋貿易 日置合資会社」を設立 し、しばらくは成功を収める。
しかしながら、明治31年 に、ミクロネシアがスペインから ドイツの領有 ということに
なると、 ドイツの官憲の干渉 ・妨害によって、明治41年 、商売が うまくいかなくな り、
明治34年 に、やは りミクロネシアで貿易を行 っていた南洋貿易村山合名会社 と合併 し、
「南洋貿易株式会社」に衣替えをすることになる。これがやがて委任統治領 「南洋群
島」時代に大いに栄えた貿易会社である。












南洋の渡った 厂壮士」たちは、その地でそのよ うな生活 ・体験 をしたのだろ うか。
幸いにも、森小弁に関す る記録はかなり残っている。だが、彼 自身が自らの気持ちを赤
裸々に吐露 したような書き物はほとんどない。森小弁の六男六郎氏によれば、小弁は 日
記 をつけていた。幼い ときにその 目記を盗み見た記憶があるとい う。 しか し、家族が




森小弁と 厂南洋群島」との関係を、もう少 し詳 しく考えてみよう。
まず、天佑丸で南洋群 島に渡 るまでの時期の小弁を検討 してみよう。 これは、書物
や周囲の人たちからの見聞 ・伝聞によって 「南洋」に関する関心が芽生えた時期に当た
る。小弁は、東京専門学校中に、矢野渓龍 の南洋を舞台にした政治小説 『浮城物語』を




に、次のような言葉がある。 「……人生朝露の如 し、仮令ひ蜻蜒州の一隅に退縮 して、
黄老養生の道を求むるも、あに能く百歳の壽を超んや、骨を埋める青山は到処にあり、
世界何の辺か墳墓の地ならん。……我々今将に全地球を蹂躙 して無人の地を席巻 し、 日
本に幾十倍するの大版図を拓て、以て之を陛下に献 じ、我々請て其地を鎮;せんとす。若
し不幸に して 日本の国力之を所有す『るに勝へんずんば、我々諸君 と与に其地の王た らん
・」。ここに見える、南洋を経略するための手段としての南洋貿易の展開とい う構図
は、森小弁の南洋行 と酷似 している。また、そこには、こんな言葉 も見ている。 「諸君
或は謂はん、南洋諸島最も略有すべきの地多しと」。
1932年(昭 和7年)、 当時の南洋群島 トラック支庁長山本繁蔵は、 自身の在南洋十年の
記念 として 『南洋群島 トラック 実業界の面影』とい うトラック支庁内の 日本人実業家
たちの来歴を記録 した本を発行 した。その冒頭に、森小弁(右 手を事故で失ったので、
毛号を左拳といった)の 「述懐」 と題する漢詩が寄せられている。これに付 されたその
詩の注釈(お そ らく、小弁 自身によるものであろ う)は 、次の通 りになっている。小弁
が 自らの心境を語った貴重な記録である。
此の南北太平洋の広々としたる太平には無数の島嶼がある。嘗ては彼の豊:臣秀
吉は韓国に兵を起 し事央ばな らず して卒 し、又原 田孫七郎 も奇策用ひる処なく封
候万里の名を空ふせ し事、寔に痛恨の至 りである。遠国と親交を結び、近国を攻
め取 り祖国の領土拡張の策 を何処に用ひんや、試みに南方豪州に向ひ活眼を開き
視 よ、沖縄 よりマ リアナ、カロリン、ニウグイニア、ニ ウブ リテンと無数の宝庫
は綺羅星の如 く、又庭石を踏んで行 くが如く、点々として在 るではないか、天公
は此好 き版図を、吾人の取るに任せ居 るにあらずや、自分は斯る希望 を以て祖国







能仲文夫 『赤道を背にして』は、昭和8年 に三ヶ月あま りをかけて南洋群島各地を旅
した当時のジャーナリス トの旅行記であるが、そのなかに トラック島を訪問したさいの
簡単な面談記録を 厂島の大酋長 日本人森の話」と題 して載せている。
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ければ駄 目だと考えた彼は日本か ら密に鉄砲を取 り寄せ先づ試験にとライカンに
火薬を詰めていた時、火薬に火が点火 して轟き渡る爆音と共に右腕は根元か ら吹
っ飛んでしまったのだ、そ う云 う訳で……わしは……と彼は右の義手をさす りさ
す り更に話つづけた……。
こうした野望はあったものの、彼には強力な軍隊がつき従っていたわけではない。




8ト ラック社会への参入 商人として、軍師 として
森小弁は トラック島にやって来た時期から、 ドイツに施政が移 り森小弁 を除いて ト










繰 り返 していた。捕鯨船の船員たちのあいだでも、 トラック諸島は近づ く者を容赦なく
攻撃する戦闘的な住民がいることで知られていて、長い間、この島への寄港は避けられ
ていた。
トラック諸島のウェノ島に初めての西洋人(ア メリカの宣教師)が 上陸 したのが、
1884年 のことである。森小弁がこの島にやって来たのが1892年 であるから、ほんの十年
足 らず前のことであった。戦国時代であるとい うことは、青年男子のほとんどが 「戦
士」であるとい うことをも意味す る。そのような社会のなかに、小弁はたった一人で入
っていったのである。 トラック諸島では、文明人 との接触が始まってか らは、棍棒 と
槍、投石 とい うこれまでの武器に加 えて、 ドイツの商人な どを通 じて銃火機類 も島民の
なかに入 り込みっっあった。その一翼を森小弁も担ったわけである。
森小弁が、内心でウェノ島(旧 春島)が 「南洋の王」になるための出発点となるため
の手頃な島だと判断 した としても、実際には小弁が島に上陸 して住むためには、上陸地
域のイラス村の 「サモル」(首 長)の 許可が必要であ り、その保護なしでは生活 しては
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いけなかった。私の調査では、イラス村のサモルは昔からプール と呼ばれる母系氏族か
ら出すことになっていた。 日本の商社や ヨーロッパの宣教師が貿易や布教活動を行 うた
めには、このサモルの承認が必要であった。このため、彼 もまたイラス村のサモルの保
護を受けざるをえなかったのである。。




リカの統治時代に入ると、再びこの ウェノ島に米国信託統治領の トラック支庁が設置 さ
れて、いわば トラック諸島の首都の位置を占め、現在でも外国船や航空機の寄港地 とな
っている。
小弁は表面的には日本の商社の現地駐在員 として、 日用雑貨品を売 りコブラを買い
集めていた。もちろん物々交換である。 しか し、彼にはもう一つの顔があった。戦国時
代の トラックを生きるイラスのサモルが彼に求めた 「軍事顧問」 としての顔である。サ
モルは 日本か ら銃器などを輸入する窓 口になってもらお うとしたのであろう。小弁をは
じめとする日本人たちがどれだけの量の銃器 を トラックに持ち込んだのかは不明である
が、ヨーロッパ人や 日本人 との交流が始まったことでかなりの量の銃器類が トラック社
会に入 り込み、 トラック諸島内の権力抗争に大きな影響をもたらしたことはた しかであ
る。森小弁の子孫たちのあいだでも、小弁がイラスのサモルの信任を得 ることができた
のは、武器の威力 ・調達にあったらしい、とい うことを私に語っていた。
横 田武は、次のように記 している。 「生活のレベルを島民にまで下げ、彼等 と語 り















妻の獲得の事情を、 「……依然として土人の反乱は益々激 しかったので、森は白井 と相
談の結果夫々島で最 も勢力のある酋長の娘を妻にしようと考えた。 さすれば身辺の危険
が幾分な りとも緩和 され ると思ったからである。そ して森は水曜島の酋長チャアウラの
娘イザベラを、 白井は春島の酋長の妹を夫々妻にした。当時森老は廿九才、イザベラは




し、これに対 して、横田武によれば、 「春島イラス村酋長の娘イサベラ」を娶った とい
う。文献 と現地取材 とで詳細な森小弁の伝記を書いた高知新聞記者森沢孝道も、小弁は
「ウェノ島(春 島)イ ラス村のサモル(首 長)マ ヌッピスの娘イサベラを娶った」 と記







も森沢も、森小弁は酋長の娘の夫だか らやがて島の酋長になった、 といった理解を して












であった といえる。 ピィーティーも 「彼女は彼にミクロネシアの環境を理解 し評価する
知識 を提供 し、そ して森は彼女を通 じて トラック語に堪能 となり、 トラックの習慣 に適




とが難 しく、またそ うすればす るほどますます 「トラック諸島の王」になれなくなって






に打ち砕かれて しまうのだ。まず、明治29年2月 、 日本人仲間の一人が銃器を奪い取ろ
うとしたパラム島のサモルの手にかかって殺害 されるとい う事件が発生する。 さらに、





彼の漢詩 「述懐」の末尾の句、 「卒先其衡に当らば多少共後進に資する事な しとせず、





た。 「身を魚腹に葬 り、また祖先 と墳墓を異にす る」事態が、現実のことになってい
た。
日本人の姿が トラック島から姿を消 し、森小弁のみが妻イザベラとその一族 に保護
されながら、子供を生み、 ドイツの商人を相手にコブラに仲買い商を営み、現地社会の
一員になって生きなければな らなかった。この時期、彼はもう二度と日本には戻ること
なく、 日本人 としてではなく トラック人として生きていようとしていたのではなかろ う
か。小弁は結婚を機に、妻の親族を頼って、ウェノ島(旧 春島)か ら トー ル島(旧 水曜
島)に 転居 している。 トラック島の婚姻規則である妻方居住方式に従ったのである。









森正隆(太 郎の長男)や いまは亡き長男の三郎、あるいは六郎 といった森小弁の子孫
の記憶か ら浮かび上がってくる小弁の性格や生活ぶ りは、 トラックで生活 し現地の妻 を
迎えても、徹底 してその家族生活は 日本人のそれであったとい うことである。子 どもた




さらに、森小弁の生活方針 を物語 るのが婚姻によって生 じた母系氏族との関係であ
る。森小弁は、身の安全を確保 し、土地の入手や ドイツ人相手の交易のための品物の調
達などにおいて、母系親族を大いに利用 した。 しかし、その一方では、この母系氏族の
原理を無視 し、 日本的な父系的家族制、いいかえれば長男相続的な家族形態を トラック
社会のなかで実現 していったのである。 したがって、現在では、森ファミリーでは、夫
方居住婚が採用され、婚入 して くる妻の所属する氏族の存在や役割はあまり考慮 されな
い。小弁の子孫は自分の母や配偶者の氏族名さえも知 らないほどである。つま り、小弁




森小弁は 「南洋群島」と呼ばれて 日本に統治 されていた時代 もずっとトラック島に
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この小弁が 『冒険ダン吉』のモデルだとする説が日本で流布 したことがあった。 しか
し、そのようにして森小弁が 日本人の多 くに見出されるのは、戦後のことであ り、 日本
が経済的に再び海外雄飛に向かい出してからのことである。
補論 「南洋」以前 「帝国の南門」の成立
私たちはっねに 「自己」 とい うものを確立していくために 「他者」を必要 としてい
る。これは 「個人」のレベルだけではなく、さまざまな 「集団」や 「地域」が自分たち
の 「集団」や 「地域」を認識 ・確立している場合でも、同様である。
「明治国家」が 「近代国家」としての自覚をもって立ち上がってくるためには、 「他
者」を必要 としていた。い うまでもなく、この 「他者」の筆頭に位置するのは 「西洋列
強」であり、むしろ 「近代 日本」は 「西洋」とい う 「他者」によってなかば強制的に立
ち上がらされたといっても過言ではない。 厂他者」としての 「西洋」とい う構図は、幕
末 ・明治時代から現代に至るまで基本的に変わっていない。
しかし、 日本が 「近代国家」として立ち上がってい く過程で、やがて 「東洋」 とも
「西洋」とも異なる新たな 「他者」に出会 うことになった。「日本人」はそれを知的に把
握 しようと試み、あるいは身体を賭 して体験し、 ときにはそれ と戦い、さらには植民地
化を媒介に、自己の世界のなかに取 り込んでいった。その一っが 「南洋」とい う存在で
あり、その表象(そ の語 とそれにともなった形成 されたイメージ群)で あった。
いっごろか ら、 「南洋」 とい う語が、近代の日本人の問に、より正確に言えば日本の
政治家や知識人層の言説のなかに登場 してきたのだろうか。その決定的な契機 ・前提 と
なったのは小笠原の領有問題であった。
近代の日本人が、いわゆる 「日本」(後 に 「内地」といわれ る地域)の 「南方域」に
関心をもち、接触 し、そしてやがて 日本に取 り込んでい く最初の段階に位置づけること
ができる出来事は、明治7年 の 「台湾出兵」(征 台の役)で あった。台湾に漂着 した琉
球の漁民四名が原住民に殺された事件の謝罪を中国に対 して求めるために、 日本が台湾
に軍隊を派遣 した事件で、近代国家 日本の初めての海外派兵である。これによって 日本
政府 は台湾を領有していると主張 していた清国政府から多額の賠償金を得ることになっ
た。それか ら二年後の明治8年 に、小笠原諸島の領有が宣言 される。 さらに、それから
四年後の明治12年 には、形式的には独立した王国であった琉球が 「沖縄県」 として 日本
に組み込まれることになる。いわゆる 「琉球処分」である。
小笠原 と沖縄 の二つの地域は、明らかに 「日本」(本 土 ・内地)の 南方に位置 してい
る。 しか し、これ らの地域は 「南地」 とか 「南島」ないしそれに類する語で呼ばれるこ








しか し、指導者層の意識のなかに登場 してきた 「南洋」 とは、移民 ・植民の対象地








検船を派遣 し、島の地図を作成 し、その位置を明らかにした。 ヨーロッパには、この島
のことが早 くから伝 えられていた。この漂着による無人島の発見の情報が、1727年 にヨ
ーロッパで刊行 されたケンペルの 『日本誌』で紹介され、さらに天明5年(1785)刊 行
の、地図入 りで 「む じん じま」 とか 「小笠原島」として記載 された林子平 『三国通覧図








外国掛 目付衆が、ペ リーが1856年(安 政3)に ワシン トンで出版 した 『ベ リー提督 日本
遠征記』をいち早く入手 し、その内容を検討 しているときであった。ベ リーは、その著
で、小笠原諸島が太平洋行路の中継地点 としての小笠原諸島の重要性を説いていた。
しかも、 この とき、小笠原諸島には、1830年 にハワイから移住 してきたイギリス人
やアメ リカ人、ハワイ人などを中心に した人たち数10人 が住み着いていた(『小笠原島
誌』によれば、1830年 の移住者は欧米人5名 、ハワイ人17名 、また、1862年 の文久元年









あった水野忠徳に命 じて咸臨丸を派遣 し、小笠原諸島の回収に当たらせ る。その結果、
文久二年(1862)、 八丈島から男女各15名 の移住者が、開拓のために小笠原に送 られるこ
とになった。 このときの航海の記録を残 した服部帰一は、その標題を 『南島航海 日誌』
と名づ けている。 「小笠原島」=「 南 島」 とい う理解であった。 しか し、その翌年に
は、尊攘派による外国人殺傷事件が頻発 して外国との緊張が高まったことの影響を恐れ
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て、早くも小笠原から日本人を撤退させて しま う。撤退の責任者は、咸臨丸で来島 して





明治8年 、その樺太問題が樺太 ・千島交i換条約の締結によってよ うや く一段落 したこ
ともあって、小笠原の再回収が現実の課題 となり、その年の10月 に政府の再回収船が小
笠原に派遣された。そのなかには小花作助もお り、再回収後の内務省小笠原島出張所長
(島長)に 再び任命されることになった。そ して、 日本からの入植が始まり、明治!3年
には、所管が内務省から東京府に移 された。この年の人口は、117戸380人 で、その うち
外国人は13戸62人 であった。
小笠原諸島それ自体は、大量の植民を行 うことができるような島ではない。放置 して












明治政府の再回収後の入植者たちは、コー ヒーや ゴム、綿などの栽培やブタや ヒツジ
の放牧などを試み るが、明治20年 代には甘蔗(サ トウキビ)栽 培 ・精糖業が基幹産業に








ほどなくして、今度は、この小笠原が 日本の 「帝国の南門」へ と変化 していらたのであ
る。小笠原の向こう側に 「南洋」が具体的なものとして姿が現れつつあった。
*本 稿は、小松和彦 「海 を渡った壮士 ・森小弁一 「南洋群島」以前の日本 ・ミクロネシア交流史
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1889(明 治22)年 〔大 日本帝国憲法発布。後藤入閣〕
大隈の条約改正に反対 芝亭 『去夢燈』発行 小弁上京









1896(明 治29)年 〔トラック諸島で 日本人の赤山白三郎殺害 される〕





































1944(昭 和19)年 〔米軍機による トラック大空襲〕
1945(昭 和20)年 〔第二次世界大戦終結〕
小弁七十五歳で死去
(高知新聞社編 ・刊 『夢は赤道に一南洋に雄飛した土佐の男の物語』1998年より)
